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(百万円未満切捨て)

１．2020年２月期第１四半期の連結業績（2019年３月１日～2019年５月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年２月期第１四半期 31,105 5.7 878 8.2 902 7.8 542 3.9

2019年２月期第１四半期 29,438 1.3 812 22.8 837 18.3 521 38.6
(注) 包括利益 2020年２月期第１四半期 522百万円( 3.4％) 2019年２月期第１四半期 505百万円( 37.2％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2020年２月期第１四半期 50.83 46.77

2019年２月期第１四半期 47.40 43.18
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2020年２月期第１四半期 44,127 12,913 29.0

2019年２月期 41,894 13,448 31.8
(参考) 自己資本 2020年２月期第１四半期 12,802百万円 2019年２月期 13,337百万円
　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年２月期 ― 0.00 ― 35.00 35.00
2020年２月期 ―
2020年２月期(予想) 0.00 ― 35.00 35.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　

　

　

３．2020年２月期の連結業績予想（2019年３月１日～2020年２月29日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 61,000 1.8 1,800 1.6 1,900 3.8 1,150 5.4 104.35

通期 125,000 3.2 4,000 3.6 4,200 4.2 2,400 24.3 217.77
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2020年２月期１Ｑ 11,648,917株 2019年２月期 11,648,917株

② 期末自己株式数 2020年２月期１Ｑ 1,387,346株 2019年２月期 887,274株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年２月期１Ｑ 10,669,221株 2019年２月期１Ｑ 11,009,812株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績
予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）
3ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、企業収益や雇用環境の改善により緩やかな回復基調が続き

ましたが、不確実な海外情勢や相次ぐ自然災害の影響などにより、景気の先行きは依然として不透明な状況で推

移しております。小売業におきましても、一部には品質重視の購買傾向も認められるものの、依然としてお客様

の低価格志向は顕著であり、企業間の価格競争が激化するなど、厳しい経営環境が依然として続きました

このような環境の中、当社グループはこれまで通り食品スーパーマーケット事業に資源を集中し、経営方針で

ある社是「正しい商売」を徹底し、お客様の信頼と支持を獲得するために、安全・安心でお買い得な商品の提供

に努め、地域のお客様の食文化に貢献できる店舗づくりに取り組んでまいりました。

店舗開発におきましては、新規に１店舗（たいらや大田原本町店）を出店した結果、当第１四半期連結会計期

間末の当社グループの店舗数は115店舗となりました。

店舗運営面におきましては、安全・安心、新鮮で美味しい商品の提供、地域の実勢価格を丁寧に見極め集客に

つながる商品を割安感のある価格にて投入し、働く女性や中高年層のお客様にお応えする簡便商品や惣菜商品の

強化などに努めました。また、ポイントカードを活用した販売促進や週間の販売計画に連動した売場づくりを強

化し、集客の拡大に努めました。

商品面におきましては、地域の出荷組合などを活用した産直商品を積極的に導入し、美味しさ、品質と価格の

両面において競争力の高い生鮮食料品を提供すると共に、グループ食品工場にて企画・製造した独自商品の提供

を拡大し、惣菜売場等の活性化に努めました。日配・加工食品などにつきましては、エブリディロープライス商

品を投入するなど積極的な販売活動を推進いたしました。

その結果、消費者の節約志向による単価下落の影響はあったものの、当第１四半期連結累計期間における当社

グループの営業収益は、311億５百万円（前年同四半期比5.7％増）となりました。また、営業総利益につきまし

ては、商品調達コストの見直しや在庫効率の改善等に努め、前第１四半期連結累計期間に比べ２億26百万円増加

（前年同四半期比2.9％増）いたしました。利益面につきましては、営業利益８億78百万円（前年同四半期比8.2

％増）、経常利益９億２百万円（前年同四半期比7.8％増）となりました。これは主に、営業総利益が前年同四半

期比２億26百万円の増加であったのに対して、販売費及び一般管理費が前年同四半期に比べ１億60百万円の増加

（前年同四半期比2.3％増）にとどまったためであります。最終利益につきましては、特別損失として固定資産除

却損等37百万円が発生しておりますが、５億42百万円の親会社株主に帰属する四半期純利益（前年同四半期比3.9

％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ22億32百万円増加し、441億27百万円となり

ました。これは主に流動資産が15億12百万円増加し、固定資産が７億21百万円増加したためであります。流動資

産の増加の主な要因は、「現金及び預金」「売掛金」及び「商品及び製品」等の増加であり、固定資産の増加の

主な要因は、「有形固定資産」「投資有価証券」及び「敷金・保証金」等の増加であります。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ27億68百万円増加し、312億14百万円となりま

した。これは流動負債が11億34百万円増加し、固定負債が16億34百万円増加したためであります。流動負債の増

加の主な要因は、「買掛金」「一年以内返済予定長期借入金」及び「未払金」等の増加であり、固定負債の増加

の主な要因は、「長期借入金」等の増加であります。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ５億35百万円減少し、129億13百万円となり

ました。これは主に、利益剰余金が１億65百万円増加し、自己株式が６億81百万円増加したためであります。利

益剰余金の増加の要因は、当第１四半期連結累計期間の親会社株主に帰属する四半期純利益による５億42百万円

の増加に対し、株式配当による３億76百万円の減少であります。自己株式の増加の要因は、自己株式の取得によ

るものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

スーパーマーケット業界におきましては、消費税増税問題もあり、引き続き価格競争の激化が予想されるなど厳

しい経営環境が想定されますが、当社グループは、年度の経営目標の実現に向けて鋭意取り組んでおります。第２

四半期連結累計期間及び通期の業績予想につきましては、当第１四半期連結累計期間の業績は、ほぼ予定通りに推

移しているものと判断しており、経済情勢の先行き不透明感もありますが、現時点では2019年４月９日に公表した

業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,318 10,604

売掛金 1,200 1,640

商品及び製品 3,708 3,711

原材料及び貯蔵品 26 27

未収入金 2,659 1,223

その他 559 802

貸倒引当金 △68 △93

流動資産合計 16,404 17,917

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 8,806 9,044

土地 6,783 6,855

その他（純額） 1,760 1,866

有形固定資産合計 17,350 17,766

無形固定資産 389 406

投資その他の資産

投資有価証券 732 907

敷金及び保証金 4,971 5,034

繰延税金資産 1,451 1,517

その他 741 726

貸倒引当金 △153 △154

投資その他の資産合計 7,743 8,031

固定資産合計 25,483 26,204

繰延資産

社債発行費 7 6

繰延資産合計 7 6

資産合計 41,894 44,127
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年５月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 6,574 7,748

短期借入金 1,200 －

1年内返済予定の長期借入金 4,898 5,469

1年内償還予定の社債 925 925

未払金 1,193 1,664

未払法人税等 607 434

賞与引当金 450 821

その他の引当金 256 169

その他 1,299 1,306

流動負債合計 17,405 18,539

固定負債

社債 1,612 1,150

長期借入金 6,905 9,067

役員退職慰労引当金 628 639

退職給付に係る負債 829 798

資産除去債務 149 150

長期未払金 143 98

その他 771 770

固定負債合計 11,041 12,675

負債合計 28,446 31,214

純資産の部

株主資本

資本金 3,318 3,318

資本剰余金 3,591 3,591

利益剰余金 9,050 9,216

自己株式 △1,303 △1,984

株主資本合計 14,657 14,141

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 28 12

土地再評価差額金 △1,338 △1,338

退職給付に係る調整累計額 △9 △12

その他の包括利益累計額合計 △1,319 △1,339

新株予約権 110 110

純資産合計 13,448 12,913

負債純資産合計 41,894 44,127
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2018年３月１日
　至 2018年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年３月１日
　至 2019年５月31日)

売上高 28,809 30,524

売上原価 21,737 23,177

売上総利益 7,072 7,347

営業収入 628 580

営業総利益 7,700 7,927

販売費及び一般管理費 6,888 7,048

営業利益 812 878

営業外収益

受取利息 7 7

資材売却による収入 41 42

その他 6 4

営業外収益合計 55 53

営業外費用

支払利息 18 18

その他 11 11

営業外費用合計 30 30

経常利益 837 902

特別利益

固定資産売却益 1 －

受取補償金 0 －

特別利益合計 1 －

特別損失

固定資産除却損 50 33

投資有価証券評価損 － 1

役員退職慰労金 － 2

特別損失合計 50 37

税金等調整前四半期純利益 788 864

法人税、住民税及び事業税 275 380

法人税等調整額 △9 △57

法人税等合計 266 322

四半期純利益 521 542

親会社株主に帰属する四半期純利益 521 542
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2018年３月１日
　至 2018年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年３月１日
　至 2019年５月31日)

四半期純利益 521 542

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △13 △16

退職給付に係る調整額 △3 △3

その他の包括利益合計 △16 △19

四半期包括利益 505 522

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 505 522
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（自己株式の取得）

2019年５月14日付取締役会決議により、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法第156条

の規定に基づき、自己株式取得に係る事項について決定し、当第１四半期連結会計期間に自己株式を取得いたし

ました。

取得した株式の種類 普通株式

取得した株式の数 500,000株

株式取得価額の総額 681百万円

取得方法 東京証券取引所における自己株式立会外買付取引

この自己株式の取得、単元未満株式の買取りにより、当第１四半期連結累計期間において自己株式が681百万円

増加し、当第１四半期連結会計期間末において自己株式が1,984百万円となっております。

（追加情報）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定

負債の区分に表示しております。
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